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野生型 FP cpFP N末端断片 C末端断片 GFP~蛍光 ON













(cyan fluorescent protein, CFP）と黄色蛍光タンパク質



























































































































































































































































































リガンドが残る α リガン ドが残らない
→失活している →活性回復
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匂.l→ 消光 蛍光回復 、F
(a) 既存のアフィニティーラベル化法とリガンド指向型ラベル化I去 (b) 光アフィニティー後修
飾法 （P-PALM). (c）アフィニティー 後修飾法（P-ALM). (cl）リガンド指向引卜シル化学（LDT
化学），(e）消光型 LDT化学（Q-LDT化学）。
図5 リガンド指向型ラベル化法
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